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戦績：1回戦―相手機体場外落下のため勝利

2回戦―1本負け（足動かず）
敗者復活3回戦―1本負け（アーム動かず）
マシン説明

1. 全体
　ボディはアルミ製、重量制限ギリギリのため全身穴だらけ。また、キャベジンを意識したデザインの上、紅茶パック（意外に軽く丈夫）でデコレーションしている。

また、全体の小型化にはかなり成功した。
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足機構
　１２０度位相スライダクランク機構で、滑り止めにはスポンジシールを採用した。
　１２０度位相の足の回転軸を正確に１直線上にするのが困難だった。
　スポンジシールは脆く、何度か交換する必要があったものの、滑り止めとしての効果は大きかった。
　設計図上では精度はかなり良かったが、実際はうまく動かなかったので、その精度がいまだ確かめられていない。また、山を登れるかも不明。

また、足機構は加工精度がしっかりしていたほうが（他のパーツに比べて）

　クランク機構には幅６ｍｍのやつを使用して、真鍮棒（φ６ｍｍ）にM3ネジを貫通。[image: image5.jpg]


　
　ギアはギアボックスを自作した、比は１/50、KHKの一番安いDSシリーズを使った。ギアヘッドを買うよりかなり安くできたが、加工精度、ギア強度、設計が難しくなる、整備性、などかなりの問題を含んだ。

ギアヘッドはかなり楽。


3. アーム
　トルクアーム（中央）とスピードアーム（両サイド）の２種類を無謀にも搭載。操作性の事を考えて、トルクアームとスピードアームは必ず同時に動くようになっている。
　トルクアームは380モーターを1/360、スピードアームは同モーターを1/10に減速しており（ギアヘッド使用）、トルクアームで持ち上げた相手をスピードアームで弾き飛ばす仕組みになっている。また、結果的にはスピードアームによって横からの敵の攻撃を防ぐことも可能になった。

反省点

・足のモーター動力を機構部分に伝達するギアの設計を試合当日の午前3時まで間違えていたため、何度調整しても足がうまく動かなかった。ギアの設計の際には基準円直径が何を表しているのか先輩方に確認してから設計に着手すべきだった。

結局、両足を直すには時間が足りず、どうしても動かない左足のみを作り直したので、試合本番で右足が上手く機能せず、思うように操作することができなかった。

・足機構、アーム、本体部分を完全に独立して設計を進めてしまったため、最後に組み合わせるときに諸々の問題が発生してしまった。組み立て、解体が非常に難しくなってしまったのも、このことが原因となっている。役割を分担するときは、行き当たりばったりではなく、最後の組み立てまで頭に入れた上で、逐一、連絡をとりあいつつ進めるべきだった。

・バッテリーとスピコンはだいぶ重いので、事前に必要個数分の計量をするなど、気をつけたほうがよかった。
・予備のギアを用意していなかったので、右足のギアの歯がかけたままでの出場となった。

スポンジシールを上に貼ることで、空回りは防ぐことができたが、予備のギアがあったほうが良いことはいうまでも無い。
・真面目なマシンを作るか、笑いを取りにいくか、もっとマシンの方針をしっかりと決めるべきだった。
↓トルクアーム





↓スピードアーム





↓足機構





↓足機構（ＣＡＤ図）








